
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校の代表、学校の「顔」として様々な場面で活躍してくれた６年生。私たちにとって自慢

の６年生が、いよいよ新しいステージに向かって旅立ちます。 

２月２８日、在校生代表の５年生を中心に「６年生ありがとうの会」が開かれました。 

どの学年も心のこもった温かい感謝の気持ちを伝えることができました。 

次期リーダーとなる５年生の企画力には感心してしまいました。おかげで、涙と感動の「６ 

年生ありがとうの会」となりました。 

４９名の６年生は、在校生にとって憧れと頼りがいのある優しいお兄さんお姉さんでした。 

ありがとう６年生！ そして、さようなら６年生！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

平成３１年 ３月 ４日  №３３ 文責 校長 鈴木 久 

 

  《教育目標》 

『豊かな心と総合的な学力を身に 

つけた、たくましい児童の育成』 

あ 明るいあいさつをする子ども 

か 考えをもって学び合う子ども 

ぎ 気持ちよく運動する子ども 

お別れするのはとっても辛い、みんな、涙が止まりませんでした！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年生ありがとうの会の中で鼓笛隊の引継ぎ式も行われました。６年生の演奏する鼓笛隊は 

最後の演奏となりましたが、やっぱりかっこいいし在校生の憧れです。平成３１年度の赤木小

鼓笛隊もこれまでの伝統を引継ぎ、憧れの鼓笛隊に創り上げていきたいと思いますのでご支援

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統ある赤木小学校鼓笛隊が、６年生か

ら５年生へとバトンが渡されました。 

６年生から在校生へのメッセージ、歌のプレゼントがありました。涙で一杯です！ 

６年生最後の演奏は心に響く感動の演奏となり

ました。やっぱりかっこいいですね。憧れで

す。 


